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スポーツマンシップ・ブラザーフツド  

その創始と「スポーツマンシップ」の性格  

阿部生雄＊  

Sportsmanship Brotherhood 
TbeCreationandFeaturesofIts砧Sportsmansbip卵  

ABEIkuo，Ph．D．＊  

Abstract  

TheideaofSportsmanshipBrotherhood’s”sportsmanShip”movementonglnated触）manideaofan  

Englishpress－man，P・R・Creed，allegedlyanadherentof丘eemasonry，WhovisitedAmericain1923to  

reportthematchofagamebetweenEnglandandAmerica・Althoughitsaccuratefbundationhasbeen  

uncertain，itmightbein1926，VjhentheconfbrencefbrtheNationalFederationofStateHighSchooI  

AthleticAssociationwasheldinNewYork．Thispaperfbcusesontheprocessand払ctorsofthecreationof  

Brotherhood，andalsounVeilsits organization，functionandbusiness．Italsoanalysesthef岳aturesand  

charaCterOf“sportsmanship”thattheBrothe血00dtriedtoadvocate・   

It could be concludedthatthe Brotherhood’s“sportsmanship”consists of seven fbatures，Or  

characteristics．1．The sportsmanship creates peace keeplng relationships between countries，1ike  

internationalisminspiredbyfreemasonry・2・ThesportsmanShipmovementhasstrongrelationshipswith  

theideaofa“secular”Christianitythatcouldbetranscendingdenominations；WhichmeanS，therefore，it  

has had sti11something to dowithChristianityaS a Whole．3．The Brotherhood believesthat  

“sportsmanShipncandi軌1Sedemocracyallovertheworld・4・AsapeacekeeplngOrganization，the  

Brotherhooddemiedtheuseofwar，Whileittriedtokeepa録ghtingsplrltand”amoralequivalentofwar”，  

ino血erwords，帖abattlefbrtheLord”．5・BecauseMatthewWoll，thepresidentoftheBrotherhood，WaS  

alsothevice－preSidentofAmericanFederationofLabor，Brotherhood，ssportsmmshipmovementhada  

strong cormectionwith apolicy ofpreservlnghuman resources・6・The Brotherhood believesthat  

sportsmanShipcanbeaculturaltoolfbrbreedingaboyuptoa＝gentleman叩・7・Brotherhood，s”codeof  

honorofasportsman”iscomposedofallofmoralelementsrelatlngtOlifb，aSifitrelatesmoretothe  

bringlnguPOfacitizenthantOaSpOrtSman．   

Keywords：SportsmanshipBrotherhood，SPOrtSmanShip，America，RRCreed，A・E・Hamilton   

1．はじめに  の性格形成の手段として教育的に利用しようとす   

イギリスのアスレティシズムが世界的現象とな   る意識的な運動が興隆したことは良く知られてい  

って普及したのは、19世紀復業からのことであっ   る。しかし、スポーツマンシップの国際的な普及  

たと考えられる。それに伴って、スポーツを若者  運動の歴史に関しては、従来、必ずしも十分に研  
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究されてきたとは言い得ない。PierredeCoubertin  

によるオリンピック運動の創始（1896）がスポーツ  

マンシップの国際的普及運動に画期をもたらした  

ことは良く知られているが、「スポーツマンシッ  

プ」という理念に一種の倫理綱領をもたらした組  

織として、アメリカのスポーツマンシップ・ブラ  

ザーフッド（SportsmanshipBrotherhood）がある。本  

研究は、スポーツマンシップの倫理綱領を国際的  

に普及しようとしたスポーツマンシップ・ブラ  

ザーフッドのスポーツマンシップ運動の創始の経  

緯と活動に焦点を当て、その「スポーツマンシッ  

プ」の性格について幾分かの言及を試みようとす  

るものである。  

2．スポーツマンシップ・ブラザーフツド創始の   

経緯   

アメリカにおいてスポーツマンの資質をめぐる  

議論は、20世紀への転換期頃、幾つかのスポーツ  

マン向けの雑誌でしきりになされるようになる。  

例えば、Charles Hallickは、20世紀の当初にアメ  

リカのスポーツマンを回想し、思索的で空想好き  

の狩猟家が支配的であった「のどかな時代」が過  

去のものとなりつつあり、今や「金銭の時代」と  

なっていると感じていた。   

「今や我々は、金銭の時代を迎えている。‥・   

もはや穏やかで、観照的で、安息に満ちた、無   

為の愉しみに向けられたのどかな時代は去り、   

消耗的で、骨の折れる、目の回る、刺激的で活   

力に満ちた時代を迎えている。・‥全てが大規   

模で金がかかる。高価である。フットボールは   

もはや娯楽ではなく、バトル・ロイヤルである。   

大学外のベースボールは、そのもののためにプ   

レーされる。鞍馬場やフィールドやレガッタ   

コース、そしてキャンパスでのスポーツは、プ   

レーを楽しむことよりも勝利することが仕事と   

なる。‥・かつて、我々のたっての望みは自分   

たちの娯楽を最大に楽しむことであったが、現   

在では、どのようにそれらで儲けるのかであ   

る。‥・我々は、初期の時代の代表的スポーツ   

マンに属す時代遅れの人間なのである。」1   

ここには、スポーツのプロ化と商業化への激し  

い波を呆然と見いやり、自らを過去のスポーツマ  

ンと認める他のない、あるアメリカ人の諦めと嘆  

きが窺える。そして、未だ、古きスポーツマンの  

資質に代わる新たなスポーツマンの資質を見出せ  

ないでいる。   

山方、J．CorbinはT71eMbdernCh7ValTyという記  

事の中で、イギリスで典型的に発展を遂げたス  

ポーツの精神に学ぶ必要を説いている。「スポー  

ツの精神と営為が最も古くかつ最も完全に発達を  

遂げたのはイングランドである。我々が戸外レク  

リエーションを導入してきたのはイングランドか  

らであった。スポーツマンシップの潜在力という  

点で、イギリスの生活におけるその位置と機能を  

十分に理解することほど、重要でためになること  

は他にないであろう。」2そして、スポーツマンシ  

ップの精神をその起振から学ぶことは困難であろ  

うが、その「風土」から学ぶことはできるであろ  

う、と主張する。少なくとも、この二人のアメリ  

カ人にとって、「スポーツマンシップ」は、一つの  

時代精神として自覚され始めたのであった。   

また20世紀の初期には、YMCAは国際的な視  

野からスポーツとスポーツマンシップの普及を展  

望していた。3E．S．BroⅥmによる国際的な地域競技  

会の構想は、そうしたYMCAのスポーツマンシッ  

プ普及運動の咄つの成果であったと言えよう。例  

えば、第一次世界大戦が終結した1919年・の6月  

22日から7月6日にかけて催されたhter A11ied  

Athletic Gamesの開催を画策したのはE．S．Brown  

であったし、また1920年代初期に、Far Eastem  

Olympic Games、The SouthAmericanIntemational  

Games, Indian Empire Games, Central European 

hternationalGames、等の叫連の地域競技会の創始  

を画策したのも彼であった。4YMCAは、明らかに  

地域寮技会の創出とスポーツマンシップの普及に、  

世界秩序の調停機能を期待していたのであった。   

しかし、スポーツマンシップ・ブラザーフッド  

の創設には一人のイギリス人を必要とした。その  

創設は、A．E．Hamiltonによれば、陸軍の軍歴を経  

てTimesの新聞記者となったP．R Creedというイ  

ギリス人の発想によっているという。彼は1923  

年にアメリカで行われたイギリスとのある国際試  

合の取材に訪れた際に、その晩餐会でスポーツマ  

ンシップを国際的に普及する組織の必要性を訴え、  

多くの賛同を得、その後、Massachusetts 州  

Worcesterで活動を開始して、次第にアメリカの有  

力者の協力を獲得したという。5この組織が正式  

にいつ発足したのかは、今のところ確定できない  

が、同じ1923年には、スポーツマンシップ・ブラ  

ザーフッドの副会長となるJ．PBowditchによって、   
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「スポーツマンシップの精神を世界中に育み広め  

ること」という活動の目的と「ルールを守る、自  

分の仲間との信義を保ち自分のチームのために  

正々堂々と競技する、体力をつける、自制心を保  

つ、卑怯なことをしない、勝ってもうぬぼれない、  

潔く敗北を受け入れる強い心を保つ、健康な肉体  

に健全な魂と清らかな精神を保つ」というスポー  

ツマンの名誉の規範が提起された。61926年、New  

York での州立高等学校競技協会全国連盟  

（NationalFederation ofState High SchooIAthletic  

Association）の総会でスポーツマンシップ・ブラ  

ザーフッドの活動計画を発表し、恐らくこの総会  

でスポーツマンシップ・ブラザーフッドの「憲法」  

が採択された。スポーツマンシップ・ブラザーフ  

ツドは、同年に勘0庸椚d乃∫ゐ少という小冊子を発行  

し、スポーツマンシップの普及運動に本格的に乗  

り出したのであった。  

3．スポーツマンシップ・ブラザーフツドの目的   

と組織構成   

現時点で、スポーツマンシップ・ブラザーフッ  

ドの「憲法」がいつ起草され、発行されたのかを  

資料的に確定することはできない。しかし、恐ら  

く1926年頃、或いはそれ以後に出版された  

Co乃∫〟山地〃q′血勒OrJ∫刑α那ゐ中風℃伽r力∂04劫c．に  

よれば、その理事が1926年の総会で認定され、創  

始時以後の理事はその後の総会で選出されること  

が規定されている。従って、この「憲法」は、1926  

年の総会に向けて起草され、この総会で承認され  

た可能性が極めて高い。しかし、その発行は、法  

人格取得のために1926年以後になされた可能性  

もある。スポーツマンシップ・ブラザーフッドの  

「憲法」は、第1条「名称」、第2条「目的」、第  

3条「理事会」、第4条「役員」、第5粂「委員会」、  

第6条「会員」、第7条「総会及び会合」、第8条  

「国際関係」、第9条「バッジと賞」、第10条「改  

正」から構成されている。  

】．）スポーツマンシップ・ブラザーフッドの目  

的  

「憲法」第2条で規定されている「目的」（pu叩OSe）  

は、「1．アメリカ合衆国に設立されたスポーツマ  

ンシップ・ブラザーフッドは、世界中に良きスポー  

ツマンシップの福音を普及することに貢献する。  

真の人格の高貴さは、どのように勝利するか、ど  

のように敗北を受け入れるのかに現れるのであり、  

単に勝つことにあるのではない。スポーツマンシ  

ップとは、労働の恩恵と遊戯の喜びを高めるその  

資質のことである。2．スポーツマンシップ・ブラ  

ザーフッドの諸目的は、あらゆる人類が、個人的、  

国家的、国際的なあらゆる種類の努力において、  

人生のゲームをフェアに寛大に行うよう奨励する  

ことである。3，スポーツマンシップの名誉の規範  

は、ルールを守る、自分の仲間との信義を保ち自  

分のチームのために正々堂々と競技する、体力を  

つける、自制心を保つ、卑怯なことをしない、勝  

ってもうぬぼれない、潔く敗北を受け入れる強い  

心を保つ、健康な身体に健全な魂と清らかな精神  

を保つ」という三つの項目で説明されている。7こ  

の「目的」から明らかなように、スポーツマンシ  

ップ・ブラザーフッド創始の目的は、単にスポー  

ツにおける公正な勝負の仕方を普及することにあ  

ったのではなく、その勝負から身につけることの  

できる健康な身体、健全な精神、公正で寛大な態  

度を、広く日常生活や国際理解に敷延しようとす  

ることにあった。それは「スポーツマンシップの  

福音」の普及という用語法が示すように、暗黙裡  

にキリスト教を核とする「世俗」的、人道主義的、  

博愛主義的な立場から、スポーツマンシップを生  

活倫理確立の指標とし、若者に遊戯・スポーツの  

次元から修養を体験させようとする健全な市民育  

成のための一つのムーヴメントの創始を意味した。   

2）スポーツマンシップ・ブラザーフッドの組織  

構成   

「意法」に、「スポーツマンシップ・ブラザーフ  

ッドの理事会は、当ブラザーフッドの諸事に関わ  

る一般的任務、運営、統制を行う」gと規定されて  

いるように、スポーツマンシップ・ブラザーフッ  

ドの組織運営の中枢は5つのグループに9人ずつ  

配置された会員45人からなる理事会によって担  

われる。（図1を参照）最終的な意思決定は年次の  

総会でなされるが、活動方針の策定の権限はこの  

理事会が掌握していたと言ってよい。各グループ  

9人の理事は定員会を構成し、その任期は5年間  

である。年次総会毎に一つの定員会が順次改選さ  

れることになっており、新たな9人の理事は総会  

で無記名投票によって選出されることになってい  

た。   

役員は、鵬人の会長、第一から第四までの各一  

人ずつの副会長、｝人の会計係、そして理事会が  

任命して選出する名誉役員によって構成される。   
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役員（会長、副会長4人、名誉役員）  

事務局長  

理一事会（45人）  

定員会1（9人）定員会2（9ノ」定員会3（9人）定員会4（9人）定員会5（9人）  

委員会  

1．執行委員会（4ノJ  

会長、会計係、財務委員会議長、執行委員会議長によっで構成  
「執行委員会はスホーーツマンシップ・ブラザーーフッドのあらゆる権限を、理事会の統制のもとに  

執行する」  

2．財務委員会（9ノJ  

会長、会計係、その他、会員、会員以外の7人で構成  
「財彷委員会は理事会の指示と統制のもとにスポ←一ツマンシップ・ブラザーーフッドのあらゆる財  

政に賓任を持つ」  

3．顧問委員会  

会員に限らず、理事会によって選出された個人に上って構成される。理事会あるいは執行委員会  

の招集により会合する。  

「顧問委員会はスホーツマンシッ7・ブラザーフッドの業務や方針に関する助言を誰可する」  

4．会員重点会（9人以上）  

理事会総会で選出された9人によって構成されるが、必ずしも理事である必妥はない。  

「会員委員会は個人の加盟申し込みと組織からの加盟申し込みを裁可する。会員委員会のこの決  

議は理事会と執行委員会の認可に服す。」  

5．その他の臨時、常匿委員会  

「臨時であれ、常置であれ、その他の委員会は状況に応じて坪事会、あるいは執行委員会によっ  

て任命される」  

会員  

1．個人会員  

（1）基金会烏：1000ドル以上を基金に払った人総会での投票権を有する。  

（カ支援会員：50ドル以上の年会費を払う人。総会での投票権を有する。  

（め活動会員：10ドル以上の年会費を払うん総会での投票権を有する。  

（め名誉会員、准会員：会員委員会の推騰と理事会での承認によって選出された人総会での投廉  

権を持たないへ  

2．支部会員  
スポーツマンシップ・ブラザーフッド本部から患車を付与された支部リ  

1）支部会貞：年会費10ドル以上を払っている学校、クラブ、プレーイング・フィールド等の支  

瓢）総会で1人の代衣投票の権利を有する；，  

2）准支部会層：年会費を納入しないで支部登録をしている支部。総会で代表投票の権利を有し  

ない。  

3．組織会員  

自らスポーツマンシップを普及する地方的、州、全国的、国際的な組織で、10ドル以上の年会費  

を納入している泉臓10ドル経に・人の代表投票の権利を持つが、10人を越えることはできない。  

図1スポーツマンシップ・ブラザーフッド組織図   

役員の任期は一年で年次総会の時に理事会で選出   は、1926年に選出された役員に位置づけられてお  

される。また、理事会あるいは執行委員会は、理  り、実際には役員の構成メンバーと考えられる。  

事会の指示の下で一人の事務局長とスポーツマン   「憲法」において、役員の職分は「それぞれの地  

シップ・ブラザーフッドの活動を遂行するのに必   位に属する通常の義務を遂行する」とのみ規定さ  

要な秘書や補佐を雇うことができた。9事務局長  れており、それらの具体的な権能の内容は明らか   
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に変化はないが、副会長は第1から第4まで任命  

されており、理事では4名の氏名が消え、新たに  

11名の者が加わっている。（表1を参照）しかし、  

よく見ると、その内の6名．が1926年に顧問に名を  

連ねていた着であった。このことは、初期の理事  

と顧問がスポーツマンシップ・ブラザーフッドの  

担い手であったことを示していると言えよう。顧  

問には、1926年にはJames E．Lough議長の下に  

J．F．William5，W．C．Hetherington，E．D－Mitchellを含む  

35名が、1928年には37名が名を連ねている。こ  

でないが、役員はスポーツマンシップ・ブラザー  

フッドの代表、表看板であったことは確かである。   

この「憲法」には会長MatthewWo11、副会長Jolm  

P．Bowditch、会計係JameSGBlaine，Jr．、事務局長  

DanielChaseが役員として名を連ねている。理事  

会は会長MauhewWollの議長の下に、第32代大  

統領（1933－45）となるFranklin D．Rooseveltを含  

む32人が名を連ねている。この陣容は1928年に  

創刊された機関紙勒OrJ∫椚α乃∫′ゆに記載されたも  

のと幾分か異なる。1928年には、会長と事務局長  

表1スポーツマンシップ・ブラザーフッドの役員、理事、顧問  

1926  1928  1926  1928  
会長   Matth8WWo‡I   MatthewWo  

副会長   JohnP．BodwitGh  
会計係  JamesG．Blaine．Jr．  JamesG．B  aine．Jr．   
事務局長  DanielChase   DanielChase  

第一副会長  巳K，Hall  

第二副会長  Devereux刷  

第三副会長  PrestonDav  

第四副会長  OrmondG．S  mith   

議長JamesE．Lough  

A．K．Atkinson   ○   
Dr．HenrvBabbitt   （⊃   

PeterJ．Bradv  
HowardS，Braucher  ○   

AndrewBrown   ○   
Dr．JohnBrown   ○   
S．H．CroGker  

FrankCross  
GeorgeE．Di¢kie   ○   
Phi］ipFagans   ○   
HughFravne  

A止herGraham   （⊃   

MaiorJohnL．Griffith  ○   
A．E．Hamilton   ○   
LeeF．Hanmer   議長   

Dr．W．ClarkHetherington  ○   

Dr．EverettC．Jessup  
Dr．G．R、M8nning  
JohnH．Mason   ○   
E．D．M；tchell   ○   
Wil托rdP．Pond   ○   
Dr．JosephE．RavGrO托  （⊃   
Grantland Rice ○   
Dr，A．W．Rowe  
Dr．HowardSavage  

CarlL．SGhrader   ○   
JohnB．Shearer   ○   
E．」．Stanlev  
W．PLunketStewart  
Dr．LewisW．Srnith  

廿W，Wa（〕k  

Dr．んP，Wav   0   
Dr．」．W，Wi】ce  

Dr．JesseWilliams   ○  
FrankPeerBe8l  
Cat）t．JamcsH．Beard  
Dr．W糊i8mBurdick  
Dr，HenrvS．Curtis  
JohnDaniels  

BryanFiらId  
Dr．A．G．Ireland  

JulianS．Mvrick  
Mai．P，S．PrinGe  
Dr．F．R．Rogers  

Dr．JamesE．Rogers  
J．R．Sharman  
Wa旺er已Short  
S．C．Staley  
Walter Trumbulllll 

H．W．Wa（；k   

35名   37名  

4名  7名  

MatthewWoll  
Chas．Sumner8ird．Jr．  ○  

JamesG．B［aine   ○  
JohnP．Bowditch   ○  
M8iorE．Bowd忙Gh   ○  
PeterJ．Bradv   ○  
CoLHenrvBrekinridg  ○  
H．H，Chamberlin   ○  
CaDt．PercvR．Creed  ○  
StuartM．Crocker   ○  
PrestonDavie   ○  
W‖‖amS．E附s  

MarshallField   ○  
Dr．JohnH．Flnlev   ○  
Dr．GeorEeJ．Fisher  ○  

HughFravne   ○  
C．C．GoodriGh   ○  
Wi＝amGne8n   ○  
E．K．HaIl   ○  
MurravHulbert   ○  
0恍oH．Kahn   ○  
Dever8uXMilbum   ○  
HenrvMorgenthau．Jr．  
D．Basi10－connor  
MaiorA．W．Procter  ○  

Frank［inD．Roo畠evelt  ○  
Dr．A．W．Rowe   ○  
Dr．LewisW．Smith  ○  
LouisE．Stoddard   ○  
HenryB．ThomE）SOn  

Dr．JohnJ．Tigert   ○  
OwenD．Young   ○  

JohnMcEntee80Wman  
W＝iamE．Hall  

LeeF．Hanmer  
Dr，E．C．Jessuロ  
T．A．D．Jone  
Dr．G．R．Manning  
D．H．Reese  
Dr．HowardJ．Savage  
OrrnondG．Smith  

Dr．JohnWil¢e  
B．F．Yoakum   

32名  38名  
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その他の委員会については、「臨時、常置のその  

他の委員会は、状況に応じて理事会または執行委  

員会によって任命される」15ことになっていた。   

3）スポーツマンシップ・ブラザーフッドの事業   

第8条には「アメリカ合衆国中にスポーツマン  

シップの精神を発達させるよう努力する一方で、  

スポーツマンシップ・ブラザーフッドは、文明世界  

の至る所で、スポーツマンシップ・ブラザーフッド  

の組織化を支援し、協力して行く」16というスポー  

ツマンシップの国際的普及に関わる事項が規定さ  

れている。この条文では、既存の国際オリンピッ  

ク委員会、YMCA、ボーイスカウトのような組織  

との連繋が展望されているというよりも、スポー  

ツマンシップ・ブラザーフッドの世界規模での普  

及という野心が濃厚である。   

スポーツマンシップ・ブラザーフッドの代表的  

事業は、会員へのバッジの供給とスポーツマンシ  

ップ賞の授与にある。第9条のバッジと賓では、  

「1．スポーツマンシップ・ブラザーフッドのメン  

バーや良きスポーツマンシップの原理の促進と個  

人的実践を支援している様々な支部の個人会員に  

よって身につけられる会員バッジと、パイオニア  

に対して与えられる特別バッジを設ける。2．理事  

会の権威のもとに、高貴なスポーツマンシップの  

理想の範を示した個人に、寮として与えられる名  

誉バッジを設ける」17と規定されている。   

一方、書記長であったDanielChaseは、スポー  

ツマンシップ■ブラザーフッドの国際的普及を図  

るために、1927年5月にIOC会長のHenri王iaillet  

La‡ourにこの組織の目的、活動を紹介する手紙を  

出してスポーツマンシップ普及運動での連帯を呼  

びかける手紙を出した。その手紙によれば、スポー  

ツマンシップ・ブラザーフッドがNewYork、New  

Jersey、Delawareの克郎3州に支部を持ち、その  

他Cormecticut、Pennsylvania等の6州の様々なス  

ポーツ組織に活動への参加を呼びかけている、と  

書かれている。1＄主にアメリカの学童や生徒を対  

象にしたこの組織の活動は、特にサマーキャンプ  

の開催を重視しており、ボーイスカウト、ガール  

スカウト、ボーイズクラブとの密接な連繋によっ  

てなされていた。また、アメリカのAAU（Amateur  

Ath1eticUnion）の他に、カナダのAAUとも関係  

を深めていた。1928年12月から月刊の機関紙  

勒0庸椚α乃∫極を発行し、スポーツマンシップを発  

揚する記事を掲載した。19（図2及び表2を参照）   

うした役員や理事や顧問の構成は、スポーツマン  

シップ・ブラザーフッドの性格を何らか物語るも  

のと考えられるが、その分析は今後の課題である。  

しかし、この組織の会長でありアメリカ労働総同  

盟副会長でもあったMathewWo11は、JohnDewqy  

から雇用者側の労働の組織者と評されたことから、  

1929年に彼と論争した人物である。Wollは、Dewey  

を「東の教育制度にある共産主義の胚種を移植し  

ようとする共産主義プロパガンダに従事してい  

る」と誹讃したのであった。10勿論、D帥reyはこ  

のことを否定したのであるが、この論争は、教育  

に対する両者の異なる立場を鮮明にしていると同  

時に、スポーツマンシップ・ブラザーフッドの運  

動の方向性を示唆している。   

スポーツマンシップ・ブラザーフッドは執行委  

員会、財務委員会、顧問委員会、会員委員会、そ  

の他の委員会から構成された。「憲法」では、執行  

委員会は「年次総会で理事会によって選出された  

理事のうち4人によって構成される。会長、ある  

いは会長欠席のときはランク順に一人の副会長、  

会計係、財務委員会の議長である。執行委員会は  

スポーツマンシップ・ブラザーフッドのあらゆる  

権能を理事会の統制に従って行使する。当委員会  

はその議長を選出する」とされている。‖   

財務委員会は理事会によって選出され、「会長  

（或いは一人の副会長）、会計係の他に少なくとも  

7人によって構成」される。財務委員会は、理事  

会の指示と統制に服し、スポーツマンシップ・ブラ  

ザーフッドのあらゆる財政に責任を持つ」と規定  

されている。12   

同じく、憲法において、顧問委員会は、スポー  

ツマンシップ・ブラザーフッドの理想を実現する  

ような能力と経験を持つ、理事会によって選出さ  

れた個人によって構成され、「スポーツマンシッ  

プ・ブラザーフッドの業務や方針に関する助言を  

認可する」、と規定されていた。13   

また、「会員委員会は、理事会の年次総会で選出  

され、少なくとも9人によって構成され」、そのう  

ちの5人のメンバーが定員会を構成することにな  

っていた。会員の選出には「出席している、また  

定員会を構成する委員の三分の二の投票が」必要  

であった。会員委員会はその一般的な権限に加え  

て、個人の加盟申し込みと組織からの加盟申し込  

みを裁可し、その議決は、「理事会と執行委員会の  

認可に服す」14とされた。  
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表2 スポーツマンシップの記事タイトルと著者（2003年9月27日阿部生雄）  

記事タイトル   著者   
Sportsmanship   MathewWall   

AmateurandProfessional  
What；sanAmateur？   G．W．Wightman．C．Pddock   
AChampiontoAmericanYouth   RavmondJ．Barbut】   
Annua（MeetingandDinneroftheSportsmanship  
Brotherh00d  

InternationalSportsmanshiDinSoccer   Dr．G．Rando［phManning   
AnUnsoIvedProblem！  
APoLolncident  

NewsNotes  

SportsmanshiD・＝EssavContests  

WarandSport  
SportsmanshipFirstandAJways！  
WhatisanAmateur？   DannielJ．Ferris   

AmericanSportsintheNearEast   H．C．Jaquith，DirectoroftheGreekArealNearEastReLief   

EhelPerrれChairmanoftheExecutiveCommitteeofthe  
ACrisisinGir！’sAthletics  Woman，sDivisionoftheNationaIAmateurAthletic  

Federation   
PuttjngtheCoachontheBench   E‥A．Bauer   

ExecutiveCommitteeMeeting  
DedicationofHistoryoftheAmerica’scup  

Play the Game Sir Henry Newbolt 
NewsNotes  

The Coach and the Rules 
DistinctionsinSportAnalyヱed   Gustavu＄T．Kirby   
ModernSpo吐Svmbolvzed  
Sportsmanship in Business GeorgeAdsit   
GroupSE）OrtSmanShip  
NewsNotes  

197Anniversarv  
LetusExchangeCoaches  
DoWomenShowSportsmanshiD？  
TheCaseforComDetition   Dr．ClarenceC．Little   

ScoutinghasComeofAg   GilbertH．Genda（L．RegionalScoutExecutive   
J．E．．Rogers．Director，NationalPhysicalEducation  

IsSportsmanshipFullyAccepted？  Service．Pres】dent，Dept．ofSchoo＝」ealthandP・E．Ofthe  

National Education Association 
FrederickW．Rubien，SecretaryoftheAmericanOlympic  

NationalSportLeaderstoMeet  Associationandinternationalsportsf庭ure，formanyyears   

ElmerK．Smith，SupervisorofHealthEducation．  
CommentonBenchingtheCoach  Rochester．NewYork   

NewsNotes  

APioneer  

The End of the War 

YourCitvandRecreation  
ComeClean．MvLad  

AveryBrundage．formerlyachampionathlet8．r8Cently  
hasbeenelectedtothepresidencyoftheAAU．John  

TheA．A．U．vs．N．C．A．A  L．．GrifFith，ExecutiveVicePresid8ntOFtheNathionaI  

FederationandamemberoftheExecutiveCommitteeof  
theNCAA   

The Yost Lunchen GeorgeDaley．oftheNewYorkWorld   
InternationalSportsClubFormedinLondon  
TheBigButterandEggMan  
Youhaveratedvourcaddv：Howhasheratedyou？  
NewsNotes  

しudusDrOParria＝・  

TheArgonauts  
TheSvacuseConference  
Apologi8StOSt．Paul  
OurAmateursArePaid！   RayBarbuti．Olympic400mChampion   
TheSokoIGoesOverseas   Dr．GustaveKosik   

ThomasLCotton．FormerDartmouthFootballStarand  
TheMeltingPotatWork  ChiefoftheDivisionofForeignLanguageorag8nizations  

oftheForeignLanguagetnformationService   
AustraliaLeagueToursAmerica   JohnDaniels．SecretaryoftheEngIish－SpeakingUnion   

NewsNotes  
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左周  

1826年出版の  

匝血加の表紙  

下図  

1828年発行の機関誌  

匝通如の表紙  
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図2 小冊子“Sportsmanship”と雑誌“SportsmanShip”創刊号  

4．スポーツマンシップ・ブラザーフツドの「ス   

ポーツマンシップ」とその性格   

スポーツマンシップ・ブラザーフッドの「スポー  

ツマンシップ」に対する理解は、1926年に出版さ  

れた小冊子の勘∂相椚α旧物が重要な手懸かりと  

なる。この本はDェJohnH．Finley、LewisWSmith  

（全国高等学校競技協会書記）、Captain Peacy  

RedfbmCreedの献辞と、8つの章で構成されてい  

る。20ここではこの本を手懸りとしてスポーツマ  

ンシップ・ブラザーフッドの主張する「スポーツマ  

ンシップ」の性格を＜垣間見る＞ことにする。よ  

り詳細な検討は、ブラザーフッドの機関誌である  

勘0細別α乃∫力少の分析を待たなければならないか  

らである。この勘β相椚α那坤と題された小冊子に  

は、次のような7つの性格と特色が見出される。  

1）国際主義とフリーメーソン主義   

スポーツマンシップ・ブラザーフッドの展開し  

たスポーツマンシップームーヴメントには、国際  

主義、あるいはフリーメーソン主義の影響が強く  

窺える。このスポーツマンシップ・ブラザーフッ  

ドの立ち上げに関与したイギリス人のキャプテン  

PercyRed鈷mCreedという人物は、19世紀的世界  

秩序の崩壊、第一次世界大戦という「巨大かつ破  

壊的な戦争」がもたらした変動と破壊の重複する  

時代状況を、スポーツマンシップというフリー  

メーソン的な国際意識によって、新たな世界秩序  

を打ち立てようとする楽観主義的、理想主義的な  

観念を抱いたのであった。彼の献辞によれば、20  

世紀の最初の四半世紀に、ロシア、ドイツ、オー  

ストリアの三つの軍事独裁体制が崩壊し、中国の   
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に他ならないのである。更に極論すれば、フリー  

メーソン主義による国際的なスポーツマンシップ  

促進運動であったと考えられるのである。この点  

は、次のような主張にも窺える。   

「こうした暗い時代において、スポーツとゲー   

ムは苦難に満ちた人間性に希望のメッセージを   

もたらす。スポーツマンシップの精神（spirit）と   

フリーメーソン主義は、よりよき物事への方向   

を示し、その道筋に光を照らす。スポーツは、   

解毒をもたらす健全な魂（soul）を持っている   

ことから、現代生活の緊張やストレスに対する   

最良の消毒薬となる。スポーツは人と人との、   

国家間の最良のセメントである。‥・世界の平   

和は、真のスポーツマン精神、つまり、敗者の   

ためのスポーツ機会とともに、全ての者に対す   

るフェアプレーに懸かっている。貪欲と暴力に   

基づく国際関係は長続きする事はできない。そ   

うした国際関係は、その内部に、崩壊の種子を   

もたらす。」23   

2）脱宗派性とキリスト教的プロパガンダ   

第二の特徴は、スポーツマンシップ・ブラザー  

フッドのスポーツマンシップは、キリスト教の宗  

派主義を超えたキリスト教的なムーヴメントであ  

り、その意味で「宗教的」なプロパガンダとして  

の性格を持っていたことである。この点は次のよ  

うな主張に明瞭に表現されている。   

「良き清潔なスポーツは、宗教に劣らず精神の   

開発者である。それは宗教が発達させようとし   

ているのと同じ資質を発達させる。人間的な触   

れ合いや仲間意識は宗教の魂（soul）であり、   

チームのための犠牲の精神と、スポーツに宿る   

献身と忠誠は、最も高尚な宗教教育がめざす精   

神的諸資質（spi血dqualities）を発達させる。わ   

れわれのスポーツとレクリエーションは、正に   

われわれの礼拝と同様、真の場所を持ってい   

る。」24   

スポーツマンシップ・ブラザーフッドの展開し  

たスポーツマンシップ・ムーヴメントは、純粋に  

「世俗的」な修養ではなく、限りなく「世俗的」  

な性格に近づけたキリスト教的修養を促進しよう  

とする運動であった、と考えることができる。   

3）「民主主義」の促進   

第三の特色は、スポーツマンシップ・ブラザー  

フッドは、＜スポーツは民主主義を促進する＞と  

いう考えを普及しようとしていた点である。   

満州王朝も崩壊し、イスラムのカリフ支配も揺ら  

いだ。インドは意法を獲得し、南アフリカと南ア  

イルランドも自由な自治を獲得した。科学と発明  

は、無線、写真、電話、飛行機、潜水艦をもたら  

した。そして「スポーツ」も新たにもたらされた  

重要なものの一つなのであった。   

「そして最後に、恐らく最も重要なものである   

が、人の任務にとって歴史上匹敵するものがな   

いほど、健全な肉体における清らかな精神と健   

全な魂を促進する手段がもたらされた。‥・過   

去25年間の出来事の素晴らしい歩みの本質を   

見つめようとする人にとって、スポーツとゲー   

ムの奇跡的発達が全能の神の賜物であり、明ら   

かに、自らの闘争で向上しようとする人にとっ   

て潜在的な祝福なのである。これは何億もの人   

類の心と精神に届くた，めの手段なのである。上   

から大衆へとゆっくりと、不承不承に浸透して   

くる説教者や指導者を通じてではなく、若者と   

老人、賢者と無知な者、富者と貧者、そして両   

性やあらゆる国民の間に直接の繋がりを確立す   

るような一つの手段を通じてである。スポーツ   

マンシップの精神のフリーメイソン主義   

（丘eema50nⅣ）は、レースや前線で尻込みなど   

しない。＜全ての者にフェアプレーを、敗者に   

スポーティング・チャンスを＞（F由rPlayfbrAll   

andaSportingChanCefbrdleUnderdog）の精神、   

＜生きよ、そして生かさせよ＞（LiveandLet   

Live）の精神。これらの精神は時代を通じて抑   

圧されてきたが、今や全ての人々が理解できる   

一つの関係において実現され、生き生きとした   

表現を獲得している。そして、理解しさえすれ   

ば、それらの精神は、人がジャングルの精神を   

逃れるときに力を結集するようなフェア・プ   

レーのための本能を統御することができるので   

ある。」21   

Creedが強調するのは、「スポーツマンシップ  

精神の意味と価値」を世界の人々に伝え、多くの  

組織や諸個人が「国民的士気、身体的幸福、そし  

て世界に対して与えられてきた国際的善意  

（internationalgoodwi11）を促進する新しい手段」  

としてのスポーツマンシップの決定的な重要性を  

認識し、「その未発酵の塊を、自らの見解や精神に  

よって発酵させることに喜んで手を貸そうとす  

る」ことなのである。22換言すれば、スポーツマ  

ンシップの普及運動は「国際的善意」の普及運動  
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の重要性を主張する。26更に彼は、共通のルール  

とコードを持つスポーツを多様な人種が共に楽し  

むことを可能にする「民主主義」の必要を強調し、  

世界規模でスポーツの精神を伝道したBa5il  

Mathewsの言葉を引用しつつ27、スポーツマンシ  

ップが多様な民族をいわば「民主的」に結びつけ  

る黄金律となる、という素朴な確信を表明してい  

る。   

「フットボール、サッカー、ホッケー、ベース   

ボール、クリケット、バスケットボール等のルー   

ルは標準化されている。年々、小さな変更も有   

り得ようが、その本質は同じままであり、その   

変更は直ちに理解され、従われる。ゲームを支   

配するスポーツマンの精神は永遠であり、依然   

として幽霊や悪魔を信じ続けるオーストラリア   

のブッシュマンや、全能の唯山神を信じるオッ   

クスフォードの卒業生によっても、感受され生   

かされている。セイロンの学校には、シンハラ   

族、タミール人、ビルマ人、オランダ系スリラ   

ンカ人、イギリス人、スコットランド人、パガ   

ンダ族や中国人のような多様な人種の少年たち   

がいた。仏教徒、ヒンズー教徒、回教徒、キリ   

スト教徒がいた。しかし、彼らの全てはゲーム   

のスポーツマンシップを通して解釈されるその   

黄金律の下でプレーすることを受け入れ、実践   

し、楽しんだのである！」2去   

4）戦争の否定と闘争本能の温存   

第四の特色は、戦争の否定と闘争本能の温存と  

いう点にある。スポーツマンシップ・ブラザーフ  

ッドは国際的な平和運動を意図していたことから、  

勿論、基本的には、戦争を忌避する。しかし、「い  

かにスポーツの戦場が世界にとって＜戦争に匹敵  

する道徳＞となるのか分からないのだろうか？何  

故なら、我々は決してファイティング・スピリット  

を失ってはならないからだ。我々は Theodore  

Rooseveltが言うように、それを＜主のための戦闘  

＞に変えなければならないのだ」29というように、  

平和創出には戦争ではなく「戦い」（丘ghting）が  

必要であるという考えを保持していた。スポーツ  

は「戦争に匹敵する道徳」（moralequivalent of  

War）を与えてくれるものであり、戦争に代わって  

ファイティング・スピリットを温存してくれるも  

のであった。H血1tonはハーヴァード大学の  

GeorgeE．Johnson博士の言葉を援用しつつ、この  

点を次のように述べている。   

Hamilton は、次のようなVhsconsin大学学長の  

GlennFrankのデモクラシーに関する言葉の中に、  

プレーグランドやスタジアムでのスポーツマンシ  

ップが日常生活や、とりわけ民主主義の政治にも  

融通するものである、ということを確信していた。   

「健全なアメリカニズムの本質はスポーツマン   

的精神（SPOrtSmanlike spirit）である。スポーツマ   

ンシップの苦い試練は、我々が多数決のルール   

と呼ぶものに対して我々がとる姿勢である。多   

数決のルールは民主主義の基礎である。多数決   

のルールは決して完全なものではない、しかし   

それに代る優れたものは見当たらない。‥・人   

間性（bum皿i呼）の希望は、多数決のルールを   

スポーツマン的流儀によって、どのように執行   

するかを知っている民主主義にある。多数決の   

ルールにスポーツマンシップを加えたものは、   

全ての者にとっての自由（鮎edom）を意味する。   

多数決のルールからスポーツマンシップを引く   

ことは、王の圧政よりもっと邪悪な圧政を意味   

するであろう・‥多数決に伴う罪とは、多数   

決というルールを暗黙の論争や対抗の決着のた   

めに利用したがることである。意見を標準化し   

ようとすることである。こうしたことを許す国   

民にとって、多数決ルールは死を意味する。と   

いうのも、多数決はそれ自体のイニシアチヴで   

前進の一歩を踏み出したことはなく、進歩は少   

数派によって促されてきたという理由による。   

健全なアメリカニズムはそのパイオニアたちを   

守るであろう。少数派が理念を創造することを   

許すことなくして、アメリカに進歩をもたらす   

ことはできない。少数派は、多数派が対決を決   

着するときに、スポーツマン的でなければなら   

ない。多数派は、少数派が議論を指挿するとき   

に、スポーツマン的でなければならない。これ   

がスポーツマンシップの精神である。これが健   

全なアメリカニズムの本質である。」25   

この民主主義は、同時に国際デモクラシーや、  

産業デモクラシーの意味をも包含している。前者  

は民族主義や人種主義に伴う差別主義を抑止する  

力であり、後者は工業力と産業力の点で、先進国  

と後進国の差を僅少化しようとする力である。  

Hamiltonは、中東、東南アジア、中国、インドに  

おける産業化と工業化の進展に言及し、後進国に  

対する配慮、「フェアプレーの精神と敗者のため  

のスポーティング・チャンス（sportingchance）」  
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として位置づけていた。多くの労働者がスポーツ  

マンシップ・ブラザーフッドに加盟することによ  

り、アメリカの労働界は「潤滑」になると期待さ  

れた。   

「スポーツマンシップ・ブラザーフッドは単な   

る新しい組織ではなく、MrChaseが言ったよう   

に、既存の、機能している機構のための潤滑油   

なのである。必要と思われる所に、この精神的   

潤滑油を注ぎ込もうではないか。スポーツや   

ゲームに、報道に、ビジネスや政治に。真のス   

ポーツマンではない者が居心地良く生活できな   

いような雰囲気を作り始めようではないか。人   

生のゲームを、すべての者がそのゲームに参加   

するなら、そのルールを守ろうとするようなも   

のにしようではないか。倫理的、道徳的、罪深   

い、善い、悪い、公正な、不正なといった言葉   

を、たった二つの言葉、SpOrtSmanlike と   

unsportsmanlikeという言葉にいつも置き換える   

ようにしよう、そうすればいかに効果的になる   

ことだろう。」32   

このように、スポーツマンシップ■ブラザーフ  

ッドにとって、スポーツやゲームは労働力保全の  

ための最も見込みのある修養プログラムなのであ  

った。   

6）大人への誘い：スポーツマンシップとジェ  

ントルマンの規範   

第六の特色は、スポーツマンシップ・ブラザー  

フッドは、ボーイスカウト運動と同様、一種のユー  

ス・ムーヴメントを志向しており33、プレイやス  

ポーツやゲームを通じて少年を大人にする通過儀  

礼の手法を重視していた、という点である。そこ  

には、幼いころからスポーツやゲームで培った社  

会的な資質は、後の大人の社会においても通用す  

るという考え方が、その根底に存在していた。  

Hamiltonが引用する次のようなMissouri州公立学  

校の教育長であったCharlesE．Leeの言葉は、こう  

した点を裏書きする。   

「athleticsとgamesの社会的訓練は生活（1ifb）   

に通用するのか、ということについて多くの議   

論がなされてきた。‥・殆どの議論は注意深い   

分析を欠いていた。遊びは子供が生活する社会   

環境である。その中で子供たちの友情や社会関   

係が育まれている。遊びの中で良き友達や仲間   

となることを学んだ少年は、どこであれ、同じ   

ような社会関係を用いる社会的態度を発達させ   

「Johnson教授は次のように言う。＜戦争に帰   

せられる恩恵的な結果をもたらしたのは戦争で   

はなく、戦い（丘ghting）である。バーバリズムや   

堕落から救済するものは、平和ではなく、正し   

い道に則り、間違いを正してゆく戦い一最も困   

難な種類の戦い－なのである。個人が適応すべ   

き人種が持つ真の精神は、戦争の理想ではない   

し、“平和がないときに平和、平和と叫ぶ”平和   

主義者の理想でもなく、戦いの理想（丘由ting  

ideal）なのである。＞それでは、子供や若者に人   

類の英雄的資質を保存し、しかも世界の平和に   

奉仕するように教える教育方法が、何かあるの   

であろうか？多くの国の、ますます増えつつあ   

り、多数の善良な男性や女性は、この間いに対   

して確信をもって“Yes！”と答えている。スポー   

ツマンシップ・ブラザーフッドは、この確かな   

答えを具体的、実際的、応用可能な形にするた   

めに結成されたのである。」30   

「フットボールの激しい試合は、観客席に坐っ   

ている観衆にとっても、人間性をその深みにお   

いて覚醒するものではないだろうか？ホッケー   

の熱心な試合は勝者にとっても敗者にとっても   

よいものではないだろうか？忠実、団結、不屈、   

体力、これらの資質なくして、一体いかなるベー   

スボールチームが勝利を収めその地位を維持で   

きようか？良心と英雄資質は、偉大なオリンピ   

ック大会のマラソンや高校のバスケットボー   

ル・チーム同士の試合にもはっきりと見えるの   

ではないだろうか？勿論、諸個人としての我々   

自身のために、また諸国家の中の一国家として   

の我々の国のために、こうした本質的な人間的   

徳性を引き出し、発達させるために、我々は戦   

争に行く必要などないのだ！」31   

5）労働力保全：労働の潤滑油   

第五の特色は、スポーツマンシップ・ブラザー  

フッドはアメリカ労働総同盟と密接な関係を持っ  

ており、ブラザーフッドの主張するスポーツマン  

シップは、労働力保全のプログラム、即ち健全な  

労働者育成のための修養プログラムという側面を  

持っていたということである。よく知られている  

ように、アメリカ労働総同盟の副会長であった  

MatthewWo11は、既に見たように、反共主義者で  
スポーツマンシップ・ブラザーフッドの設立当初  

からの会長であった。彼はスポーツマンシップ・  

ブラザーフッドを社会の組織や機構の「潤滑油」  
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3．冷静さを保つ。→ もし間違っていたとし  

ても怒らない。   

4．プレーする喜びのためにプレーする。→  

お金やその他の報酬のためにプレーしない。   

5．よきチームの働き手である。→ 「スタン  

ド・プレー」をしない。   

6．トレーニング規則を守る。→ 肉体を酷使  

しない。   

7．コーチやキャプテンの命令に従う。→ 責  

任回避をしない。   

8．あらゆる学校の仕事に全力を注ぐ。→ 自  

分の勉強をおろそかにしない。   

9．正直なやり方で自分のチームを援護する。  

→ 賭けない。賭博を忠誠心に必要と考え  

ない。  

10．自分の相手を公平に扱う。→ 技術的アド  

ヴァンテージを拒否する。  

11．審判を尊敬する。不利な判定を堂々と受け  

入れる。審判がルールを実施するのを期待  

する。→ 訪問選手を客人のようにもてな  

す。負けても決して審判を脊めない、「文  

句」（crab）を言わない、「苦情」（kick）を言  

わない、不平を言わない。   

負けた時  

12．勝者を祝福する。その敵に心からの信頼を  

与える。自らの失敗から自分の欠点をiEす  

ことを学ぶ。→ 落胆ぶりを見せない。負  

け惜しみや言い訳を言わない。   

勝った時  

13．寛大で、謙虚で、思いやりがある。→ 自  

慢したり、得意がったり、悪態を吐かない。  

14．常に自己の高尚な理想に忠実であろうとする。  

→ ジェントルマンに惇ることはしない王，36   

スポーツマンシップ・ブラザーフッドは、こう  

した剥き出しの修養的な倫理綱領を、可能な限り  

洗練化しようとした。そして、1923 年にJ．P．  

Bowditchによって作成された、すでに冒頭のとこ  

ろで紹介したようなスポーツマンシップ綱領を掲  

げたのであった。日本にも早くから紹介されてい  

たこの綱領は、今日では全く忘却されてしまった  

感があるが、依然としてアメリカのボーイスカウ  

ト運動のd翼であるWebelos（We’11be Loyal  

Scouts）の少年たちに根強く受け継がれている。   

ている。‥・忠誠と協力は、フットボールから   

教会と国家へと持ち越されるのであろうか。恐   

らくそんなことはないであろう。しかし協力と   

忠誠は、第一次的な資質ではない。その両者は、   

メンバーシップの感覚、一部であるという感覚、   

団体意識や社会的感情の感覚に依存している。   

この所属の感覚、集団の山部であるという感覚   

は、少年たちが一－－一山→緒になって一味（cliques）や   

ギャングになりたがったり、殆どのチームゲー   

ムが通常行われるようになる思春期の頃に身に   

ついてくる、ということは確かなことのように   

思われる。チームゲームが＜チーム感覚＞を養   

う最も効果的な訓練であるということは、確か   

なことであるといえよう。この団体感情は忠誠   

心や協力の基礎である。‥・スポーツマンシッ   

プはジェントルマンの規範である。それは、対   

校競技からもたらされる最も重要な結果の一つ   

であり、また礼儀や優しさやフェアネスを育む   

ことのできるもっとも重要な訓練の一つである。   

生徒の団体にスポ】ツマンシップとは何かを理   

解させるような、そしてその生徒の団体が学校   

の代表であることを自覚させるような、しっか   

りとした努力があってしかるべきである。」34   

少年を「ジェントルマン」に育て上げる装置が  

「スポーツマンシップ」ムーヴメントなのである。  

こうしたムーヴメントは、当時の教育者、教育学  

者、心理学者の言説や支援によって下支えされて  

いたのであった。   

7）スポーツマンシップ綱領   

第七に、スポーツマンシップ・ブラザーフッド  

の掲げたスポーツマンシップ綱領は、今迄述べて  

きたあらゆる論点が吟味され、注意深く捻出され  

た、少年を「ジェントルマン」に仕立て上げる一  

種の「教育的」、「修養的」な倫理綱領であった。  

その雛型は、イギリスにおける簡単なものであっ  

たという。35 しかし、それが、アメリカでは、よ  

り詳細なものとなった。例えば、高校生スポーツ  

マンのために、ニューヨーク州体育局主任であっ  

たDanielChaseによって1921年に起草された次の  

ような「スポーツマンのための14条」は、ジェン  

トルマン育成のための「修養」の具体的理論でも  

あったことを示している。  

1．いっもフェアにプレーする。→ 騙さない。   

2．最後まで一生懸命プレーする。→ 諦めな  

い、臆病でない。  
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に＜正々堂々と闘え＞（playthegame）。それが   

真のスポーツマンシップの言い伝えだ。球技場   

であれ、テニスコートであれ、ゴルフコースで   

あれ、あるいは机であれ、機械であれ、スロッ  

トルであれ。＜正々堂々と闘え＞。それは誠実   

さ、勇気、スパルタ的忍耐、自制心、贅沢への   

軽蔑、相互の意見や権利の尊重、礼儀正しさ、   

そしてとりわけフェアーさである。こうしたも   

のは、スポーツマンシップ精神の果実であり、   

それらのうちに… 社会的安寧の最良の希望が   

ある。」38   

しかしKeatingは、こうした「万能性」が、道  

徳的カテゴリーとしての「スポーツマンシップ」  

の性質を不鮮明にしていると主張する。確かに、  

「万敵性」は、Keatingの固執する、遊戯性を重視  

する「sport」と競技性を重視する「athletics」の、  

カテゴリー的差異とそれらに対応する道徳的資質  

の差異を曖昧にすることを意味する。哲学的考察  

からすれば、論理的に存在するカテゴリーを無視  

するような不明瞭性は、克服されねばならないで  

あろう。しかし、歴史的に見るとき、その「スポー  

ツマンシップ」の万能性と不明瞭さこそが、スポー  

ツマンを呪縛し、スポーツ界を席巻する大きな要  

因であった、とも言えるのである。スポーツマン  

シップの哲学を置き去りにして、多くのスポーツ  

マンはスポーツマンシップを日常言語とし、ス  

ポーツと道徳を取り結ぶ資質を表現する言柴とし  

てきたのである。スポーツマンシップ・ブラザーフ  

ッドは、確かに「スポーツマンシップ」の万能性  

と不明瞭さを助長したといえよう。しかし、それ  

故に、多様な言説を開発した、ともいえるのであ  

る。  
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DanielCashは、IOC会長のBailletLatourに宛てた  

1927年5月14日付の手紙で、スポーツマンシッ  

プ普及運動に対するIOCの連帯を要請した。その  

手紙に対するLatourの1927年6月16日付の回答  

は、すでにその種の考えは1925年のプラハでの  

IOC総会で、Rev．deCourdyLafhlによって表明さ  

れていること、IOCよりもAOC（AmericanOlympic  

Comm拍ee）の方がより協力的に対応してくれるで  

あろうとして、やんわりと連帯を拒否したのであ  

ったけ37スポーツマンシップ・ブラザーフッドの  

活動は、その早期から国際的普及の道を断たれた  

ように思われる。ブラザーフッドはアメリカ国内  

において一定の普及をみたものの、励cγCJqpe血  

」∫∫OCJαJJO〃ノタ∂βでは、その活動はくinactive’と鞭  

告されている。僅かにボーイスカウトのWebelos  

における少年たちの倫理綱領にその面影を残して  

いる。   

「スポーツマンシップ」は、スポーツの場面に  

限らず、果たしてあらゆる社会生活に適用できる  

資質を集約したものなのであろうか。少なくとも  

当初のスポーツマンシップ・ブラザーフッドは、  

「スポーツマンシップ」の倫理が、反戦的国際室  

弟、キリスト教的世俗主義による修養主義、民主  

主義の促進、戦争ではなく替なる目的に向けた闘  

争心の必要、良き労働者の育成、良きジェントル  

マンの育成に役立つと信じて、この運動を開始し  

た。つまり、スポーツマンシップは、国際人／コ  

スモポリタンの育成、国際的平和秩序の創出、良  

き市民の育成、民主主義の普及、労働力保全とい  

う、あらゆる問矧こ有効な道徳的カテゴリーに昇  

格したのであった。JamesW．Keatingのかの有名な  

論文、勘0庸椚α乃∫坤α∫α肋rα／（七J堵αγの中で、  

スポーツマンシップ・ブラザーフッドの「スポー  

ツマンシップ」は、その万能性（catch－all）の故に、  

TheNewYorkTimes紙で評価されたことを紹介し  

ている。   

「苦楽が訪れたとき、苦と楽をとれ、そして常  
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あったとしている。「この時期は継続的な国際主   

義の時代であった。この国際主義の時代は、19世   

紀に始まりそのテンポを20世紀に加速し、様々   

な宗教的、博愛的エージェンシーが外国に到達し、   

伝道や学校、医学的プログラムや協会を確立した。   

YMCAはこの壮大な人道的奉仕活動（humanitarian   

ou仕eacb）の一部を担った。バスケットボール、バ   

レーボール、そしてLearders’Corpsのプログラム   

は東洋、インド、メキシコ、南米に成功裏に移植  

された。1908年に上海に完成した最初のYMCA   

体育館は、東洋におけるYMCA体育メソドの受   

容を象徴した。」（ElmerL．Jolmson，TheHisto7yQ［   

ya4CuP7picalEducafion，As50Ciation Press，1979，   

p．110．）  

4 ABE，Ikuo． Historical Siginincance of the Far   

Eastern Champ10nShip Games：AnInternational   

PoliticalArena，Bulh7tmq／theLnstituteqrHealth＆   

＊ortStiences，UniversityofTsukuba、V）l．26，2003，   

pp．37－68．  

5 A．E．Hamilton，勘orLrmanship．A Bri砲e Q［   

と加鹿r∫ぬ〃功刀g占βルピg乃伽Ⅳα如乃∫げ血脈）′尻The   

Sportsmanship Brotherhood，Publishers，1926，   

pp．87－89．  

6Ibid．，p．5．この小冊子の扉頁には、スポーツマンシ  

ップ・ブラザーフッドの標章、目的、スポーツマ   

ンの名誉の規範が掲げられ、その著作権が   

J．RBowditchによって1923年に取得されたことが   

明記されている。その標章は、二人の若者が北米   

大陸と思わしき大陸の描かれた地球を挟んで立   

ち、握手をしており、「PlayFair」とかかれた太陽   

が二人の若者と地球を照らしているという構図   

になっている。原文は、「Hekeeptheru1es．Hekeep   

faithwithhiscc）mrade，Playthegamefbrhisside．He   

keephinselfm．Hekeephistemper．Hekeep丘・Om   

hittizlg aman When heis down．Hekeep his pride   

underinvictory．He keep a sto11t heartin defbat   

acceptedwithgoodgrace，Hekeepasoundsoulanda   

cleanmindinahealthybody．」である。  

7 TheSportsmanshipBrotherhood，Inc．Constitutionof   

the Sportsmanship Brotherhood，Inc．，dateunknow   

pp．5－6．  

旨 mid．，p．6．  

9Ibid，，pp・6－g．  

】O EditedbyJoAmBodston，JolmDewey：TheLater   

Works，1025－1953．Ⅵ）lllme5：1929－1930．Southern   

IllinoisUniversityPress，1984，pP．387－392・  

111bid．，pp．8－9■  

12 mid．，p．9▼  

】3 ‰d．，pp・9－10・  

14Ibid■，p．10・  

15Ⅰもid．，p．11・  

16 rbid．，p．15・  

17 rbid．，pp・15－16・  

18 DanielChaseからIOC会長Count HenriBaillet   

Latourに宛てた1927年14日付の手紙と、それに   

付された書類を参照。OiympicMuseuminLausanne，   

YMCAFileより。  

19 月刊誌勘or加7〝∫極は1931年4月迄発行され、   

1931年9月からは助力oJが庇〔10〟C力と改題された。  

20 第1章「スポーツマンシップの精神」、第2章「ス   

ポーツマンシップは民主主義」、第3章「戦争と   

スポーツマンらしさ」、第4章「戦争の心理」、第   

5章「すべての子供にチャンスがある」、第6章「サ   

マーキャンプ」、Matthew Wollによる第7章「わ   

れわれは何をしようとするのか」、Handley Cross   

による第8牽から構成されている。  

210p．cit．，（A．E．Hamilton）、P．12．  

：2ibid．，p．13，  

23ibid”P．17，こうしたフリーメーソン主義は、Basil   

Mathews の国際主義におけるスポーツのアナロ   

ジーにも見出される。「私がそのフィールドから、   

下の岩に白い泡沫をあげて砕け散る地中海の澄   

んだ青い梅に目をやったとき、全ての人間の光景   

が私の心にパっと閃いた。私が見た世界はまさに   

フットボール場のようなものである。世界の人種   

闘争の問題は、ベイルートでのスポーツ・キャプ   

テンの問題と全く同じなのである。この広大な世   

界というフィールドには多くの民族（nations）がい   

る。その各々が、自らの人種的、国家的栄光のゴー   

ルを目指して、歴史というフィールドで達成の   

ボールをドリブルしようとしている。世界規模で   

のチームプレーがない。人類（humamrace）にとって   

必要なのは、世界国際チーム（WorldInternational   

Team）なのである。」（Ibid，p．28．）  

封】髄d．、p．16．  

25Ⅰもid・，沖2l－22・  

26 rbid．，p．26．  

27Ibid．，pP．30－3l．BasilMathewsは、セイロンの酋   

長の息子が、数多くの人種が集まる「パブリック   

スクール」のKandy校でのクリケット試合で、ア   
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31Ibid．，p・20．  

ココ midりp・78．  

33Ib軋p．74．例えば、スポーツマンシップ・ブラ   

ザーフッドの会長であるMatthew Wollは、次の   

ようにアメリカ版のボーイスカウト運動の創始   

を念頭に置いていた。「今日、ヒューマニティの   

ために多くのことをなしている一つのムーヴメ   

ントは、ボーイスカウトであろう。喜ばしいこと   

に、アメリカはこの運動を熱狂的に取り上げてき   

た。しかし、それはアメリカで生まれた運動では   

ない。‥・しかし、私はやがてスポーツマンシ   

ップ・ブラザーフッドが世界に根を張り、第一次   

大戦後、民主主義のためにアメリカが果たした貢   

献として認識されるであろうと確信している。」  

34Ib軋pp．5l－52．  

35Ibid．，p．54．イギリスでは体育館の壁やパンフレッ   

トに「スポーツマンは、1．ゲームのためにゲー   

ムをプレーする。2．自分自身のためでなく、自   

分のチームのためにプレーする。3．良き勝者で   

あり、良き敗者である。一勝利にあって慎み深く、   

敗北にあって寛大である。4．利己的ではなく、   

常に他者に教えることを厭わない。5．一人の観   

客であるとき、両チームの素晴らしいプレーを喝   

采し、決してレフェリーやプレーヤーに干渉しな   

い。」という言薬が取り上げられていたという。  

36Ibid．，pp・52－53・  

37IOC会長Bai1letLatourからDanielCashへの1927   

年6月16日付の手紙01ympicMuseuminLausanne、  

YMCAFile．  

38 Keating，JameSW・つSportsmanshipasamoralcategory．   

g裾c∫，ヽrOl．75，Oct．1964，p．28．   

ンパイアの判定に異議を申し立て、正義感から自   

分のチームに不利になるような判定を求めたと   

いう話を紹介し、次のようなコメントを加えた。   

「アンパイアの決定を覆すよう示唆することは、   

厳密に言ったら、クリケットのルールに反するこ   

とであった。しかし、いかに厳密な意味での誤ち   

を答めようが、その少年（atribalKandyanchie氏ain   

の息子）が行為したのは良きスポーツマンシップ   

の精神においてであった。まさしくここには、自   

分のサイドの他の者にパスを送るチーム・スピリ   

ットよりも偉大な何かがある。それは相手に対し   

て絶対的なフェアーさでゲームをする精神、ゲー   

ムのために正々堂々とプレーする精神である。未   

来の幸福があるのは、そのクリケットのキャプテ   

ンの精神が人種的、国家的関係の世界に広がるこ   

とにある。」  

28Ibid．，p．3l．  

29Ibidりp．18．ファイティング・スピリットの温存に   

ついては、Wi11iamJamesの次のような指摘が引   

用されている。「戦争・は人生のきつい坂道を登る   

機会を提供する。それは平坦な退化から救う。戦   

争のみが人間性をその深みにおいて覚醒するこ   

とができる。戦争は勝者にも消された者（血e   

vanished）にも良い事である。それは不屈の精神の   

理想を保存する。それ故、我々は軍事的性格を保   

ち続ける必要がある。他のものでは一切なし得な   

いことから、戦争は忠実、団結心、不屈、体力、   

良心、英雄資質の機会を探り出し、その試練を与   

える。戦争は、それ故、生物学的・社会学的必要、   

永遠の人間的義務、国民健康の手段、人間の熱心   

な努力の成功の劇場となる。」（rbid．，P．19．）  

ヨ0Ibid．，pp・20－21・  


	0068.tif
	0069.tif
	0070.tif
	0071.tif
	0072.tif
	0073.tif
	0074.tif
	0075.tif
	0076.tif
	0077.tif
	0078.tif
	0079.tif
	0080.tif
	0081.tif
	0082.tif

